
２
０
１
３
年
７
月
20
日 

21
時
発
行 

第
19
号    

 

兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
―
５
７
８
―
１
３
５
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
―
５
７
８
―
１
３
６
６ 

（部内資料） 

（
景
気
１
） 

 

現
知
事
は
「
大
企
業

が
う
る
お
え
ば
、
今
に

県
民
も
」
の
「
構
造
改

革
」
路
線 

①
大
企
業
誘
致
（
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
補
助
金
２
１

８
億
円
） 

②
全
国
第
２
位
の
高
速

道
路
（
大
阪
湾
岸
西
伸

部
１
ｍ
３
３
３
３
万
円
） 

③
神
戸
製
鋼
等
か
ら
遊
休
地
買
い
上
げ 

④
消
費
増
税
大
賛
成 

 
 （

景
気
２
） 

 

田
中
耕
太
郎
候
補
は
「
経
済
再
建
は
地
域
か
ら
」 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
中
小
企
業
・
業
者
、
農
家
、
漁
師
な
ど
働

く
人
へ
の
直
接
支
援
で
再
建
を 

①
最
低
賃
金
引
き
上
げ 

②
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ
く
ら
な
い
公
契
約
条
例 

③
公
共
工
事
は
地
元
業
者
に 

④
農
水
産
物
は
地
産
地
消 

⑤
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
絶
対
ダ
メ 

 

（
景
気
３
） 

 

 

現
知
事
を
推
す
「
新
生
兵
庫
を
つ
く
る
会
」
の
会
長
は
兵
庫

ト
ヨ
タ
自
動
車
会
長
、
役
員
に
は
大
企
業
経
営
者
が
ズ
ラ
リ 

 

会
の
ニ
ュ
ー
ス
は
「
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
企
業
立
地
の
実

現
」
（
川
崎
重
工
元
社
長
）
と
。
応
援
団
は
自
民
・
公
明
・
民

主
・
社
民
の
オ
ー
ル
与
党
勢
力 

 

田
中
耕
太
郎
の
主
張
は
大
多
数
の
県
民
の
思
い 

 

（
く
ら
し
１
） 
 

 

現
知
事
12
年
で
老
人
福
祉
医
療
助
成
は
73
・
６
億
円
か
ら

９
・
５
億
円
に
減
額 

 

県
民
に
は
自
己
責
任
、
福
祉
削
っ
た
お
金
で
大
企
業
支
援 

 

「
震
災
の
教
訓
」
と
い
い
な
が
ら
県
内
唯
一
の
周
産
期
専
門 

 

 

「
こ
ど
も
病
院
」
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
埋
立
地
）
め
が

け
て
移
転
強
行 

 

都
道
府
県
別
「
幸
福
度
ラ
ン
ク
」
は
45
位
に 
 

（
く
ら
し
２
） 

 
 

田
中
耕
太
郎
候
補
は
「
人
に
や
さ
し
い
県
政
へ
」 

①
こ
ど
も
病
院
ポ
ー
ア
イ
移
転
中
止 

②
中
３
ま
で
医
療
費
完
全
無
料
（
関
東
各
地
で
は
当
た
り
前
） 

③
借
上
住
宅
か
ら
の
震
災
被
災
者
追
い
出
し
中
止 

④
競
争
激
化
の
高
校
学
区
拡
大
（
全
県
５
区
に
）
ス
ト
ッ
プ 

⑤
財
源
は
過
剰
な
大
企
業
支
援
の
節
約
で 

（
く
ら
し
３
） 

 

県
の
仕
事
の
基
本
は
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
（
地
方
自

治
法
） 

 

現
知
事
は
「
大
企
業
の
利
益
の
増
進
」
と
読
み
か
え
。 

 

兵
庫
の
非
正
規
比
率
は
39
・
０
％
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
推

さ
れ
る
知
事
で
は
こ
う
い
う
事
態
は
改
善
で
き
な
い 

 
田
中
耕
太
郎
の
主
張
こ
そ
地
方
自
治
体
の
本
旨 

 

（
く
ら
し
４
「
子
ど
も
医
療
費
補
足
」
） 

 

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
全
国
す
べ
て
の
市
町
村
で
実
施

さ
れ
、
入
院
で
は
中
３
ま
で
の
無
料

化
が
過
半
数
（
51
・
６
％
）
。
通
院

は
中
３
ま
で
無
料
が
６
５
５
自
治
体

（
37
・
５
％
）
。 

 

育
ち
盛
り
の
す
べ
て
の
子
ど
も
に

安
心
で
き
る
医
療
の
手
を
。
田
中
耕

太
郎
候
補
は
市
町
村
と
の
協
力
で
、

こ
れ
を
県
内
全
域
に
広
げ
ま
す
。 
 

（
平
和
・
安
全
１
） 

 

現
知
事
は
、
姫
路
へ
の
米
軍
艦
入
港
許
可
（
核
兵
器
は
搭

載
は
し
て
い
な
か
っ
た
？
）
、
米
軍
機
の
飛
行
訓
練
に
反
対

せ
ず
（
但
馬
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
年
１
２
０
０
回
出
動

中
）
、
大
飯
原
発
再
稼
働
推
進
、
こ
の
時
期
に
住
宅
用
太
陽

光
発
電
へ
の
補
助
金
カ
ッ
ト 

 

県
民
よ
り
米
軍
、
県
民
よ
り
電
力
会
社
の
政
治
姿
勢 

 

（
平
和
・
安
全
２
） 

 

田
中
耕
太
郎
候
補
は
「
平
和
と
安
全
を
守
る
県
政
へ
」 

 

非
核
平
和
ひ
ょ
う
ご
宣
言
で
非
核
神
戸
方
式
を
全
県
へ 

 

オ
ス
プ
レ
イ
演
習
中
止 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
地
産
地
消
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
を
（
潜
在
的
導
入
可
能
量
４
２
２
万
㌗
、
地
域
に
雇
用
） 

 

憲
法
96
条
改
定
反
対
、
何
よ
り
「
憲
法
ど
お
り
の
政
治
」

の
実
現
を 

 

（
平
和
・
安
全
３
） 

 

こ
の
１
年
に
運
転
を
開
始
し
た
全
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
国
内
最
大
ク
ラ
ス
の
原
発
１
基
分
。
中
心
は
太
陽
光

発
電
で
、
設
備
販
売
・
設
置
市
場
は
今
年
さ
ら
に
２
倍
の
見

通
し
（
２
兆
円
規
模
）
。
こ
れ
に
逆
行
す
る

の
が
今
の
知
事 

 

田
中
耕
太
郎
の
主
張
こ
そ
県
民
の
願
い 

  

 

い
よ
い
よ
明
日
21
日
が
兵
庫
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。 

 

田
中
耕
太
郎
候
補
の
訴
え
る
「
３
つ
の
転
換
」
に
大
き
な
共
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

改
め
て
、
現
在
の
兵
庫
県
政
と
の
対
比
を
整
理
し
ま
し
た
。 


